
市
で
は
現
在
、
平
成
12
年
３
月

に
制
定
さ
れ
た
「
三
鷹
市
環
境
基

本
条
例
」
に
基
づ
き
、
「
三
鷹
市

環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け

検
討
し
て
い
ま
す
。

「
三
鷹
市
環
境
基
本
計
画
」
は
、

今
後
の
三
鷹
市
の
自
然
環
境
保
全

や
公
害
防
止
へ
の
対
応
は
も
と
よ

り
、
幅
広
い
地
球
環
境
保
全
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

策
定
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市

民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
環
境

負
荷
の
少
な
い
日
常
生
活
お
よ
び

事
業
活
動
の
あ
り
方
も
示
し
た
計

画
と
し
ま
す
。

平
成
13
年
２
月
か
ら
、
市
民
、

事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
三
鷹

市
環
境
基
本
計
画
案
作
成
検
討
会

議
を
設
置
し
議
論
し
て
お
り
、
平

成
13
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
た
び
「
中
間
の
ま
と
め
」

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
ご
意
見
は
こ
ち
ら
へ
】

ご
意
見
は
、
２
月
３
日
À
ま
で

に
、
手
紙
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
U

ル
で
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市

役
所
環
境
対
策
課
・
¿
45
―
５
２

９
１
・E-m

ail:kankyo@
city.

m
itaka.tokyo.jp

」
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

●
計
画
の
役
割

①
環
境
保
全
の
具
体
的
な
施
策

の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

②
市
、
市
民
お
よ
び
事
業
者
の

環
境
保
全
に
関
わ
る
行
動
指
針
を

示
し
ま
す
。

③
数
値
目
標
や
指
標
を
掲
げ
、

確
実
な
実
施
と
取
り
組
み
の
成
果

を
把
握
・
公
表
し
ま
す
。

●
計
画
の
期
間

平
成
14
年
度
か
ら
平
成
22
年
度

ま
で
の
９
年
間
と
し
ま
す
。な
お
、

社
会
経
済
状
況
の
変
化
や
新
た
な

科
学
的
知
見
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

●
施
策
の
体
系

別
表
の
と
お
り
。

※
く
わ
し
く
は
ホ
U

ム
ペ
U

ジ

http://w
w
w
.city.m

itaka.t
okyo.jp/kankyo/kihonkeik
aku

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

３
・
２
５
２
４

国
土
交
通
省
と
東
京
都
で
は
、

外
郭
環
状
道
路
の
計
画
地
周
辺
各

地
で
行
っ
た
「
外
環
計
画
の
た
た

き
台
」
の
説
明
会
な
ど
で
、
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
を
１
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
み
な
さ

ん
の
声
」
は
、
都
市
計
画
課
（
市

役
所
５
階
）
お
よ
び
市
政
窓
口

（
三
鷹
駅
・
三
鷹
台
・
東
部
）、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

（
井
の

頭
・
牟
礼
・
新
川
中
原
）
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

∞
都
市
計
画
課
ò
内
線
２
８
１

５

各
家
庭
か
ら
毎
日
出
る
生
ご
み

を
自
宅
で
処
理
で
き
る
「
コ
ン
ポ

ス
ト
容
器
」
を
低
価
格
で
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
。コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は
、

土
の
上
に
設
置
し
て
生
ご
み
や
雑

草
、
落
ち
葉
な
ど
を
投
入
し
、
堆

肥
化
す
る
容
器
で
す
（
集
合
住
宅

の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
）。

◆
取
り
扱
い
器
種

70
L
改
良
型

（
購
入
負
担
金
３
千
円
）
と
130
L

型
（
購
入
負
担
金
２
千
円
）

▼
２
月
４
日
Ã
〜
８
日
–
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
か
ら
午

後
１
時
ま
で
を
除
く
）
、
ご
み
対

策
課
（
市
役
所
５
階
Y
番
窓
口
）

へ
印
鑑
と
購
入
負
担
金
を
持
参
し

て
申
し
込
む
。
１
世
帯
に
つ
き
１

基
ま
で
。

※
製
品
は
３
月
中
旬
に
ご
自
宅

へ
お
届
け
し
ま
す
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

５

市
で
は
、
市
民
を
対
象
に
在
宅

の
仕
事
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

外
注
先
を
探
し
て
い
る
事
業
者
の

み
な
さ
ん
、
在
宅
の
仕
事
を
探
し

て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
仕
事
の
例

パ
ソ
コ
ン
入
力
、

部
品
組
立
、
縫
製

◆
単
価
・
納
期

委
託
者
、
受
託

者
間
の
契
約
で
決
定
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
ò
内

線
２
５
４
４
へ
。

三
鷹
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

U

ワ
U

ク
三
鷹
）
の
労
働
課
が
１

月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
日
雇
い
の
方
の
紹
介
を

希
望
す
る
事
業
主
の
み
な
さ
ん
に

は
、
近
隣
ハ
ロ
U

ワ
U

ク
の
出
張

所
・
課
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

∞
同
所
ò
47
―
８
６
０
９

各
種
公
害
の
発
生
防
止
を
目
的

に
必
要
な
資
金
の
融
資
を
受
け
た

中
小
企
業
に
対
し
て
、
そ
の
利
子

を
補
給
し
ま
す
。

◆
対
象
事
業

①
公
害
発
生
防
止

の
た
め
に
必
要
な
機
械
・
器
具
・

装
置
ま
た
は
工
作
物
の
購
入
・
設

置
・
改
善
も
し
く
は
修
理
を
行

い
、
市
が
認
定
し
た
場
合
。

②
現
在
所
有
し
て
い
る
昭
和
58

年
度
排
出
ガ
ス
規
制
以
前
の
デ
ィ

U

ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
バ
ス
を

廃
車
に
し
て
、
最
新
の
排
気
ガ
ス

規
制
に
適
合
し
た
車
両
に
買
い
換

え
、
市
が
認
定
し
た
場
合
。

◆
対
象
事
業
所

市
内
の
中
小
企

業
で
、
原
則
と
し
て
市
内
の
同
一

場
所
で
同
一
事
業
を
引
き
続
き
１

年
以
上
営
ん
で
い
る
事
業
所
。

◆
利
子
補
給
対
象
金
額

一
事
業

所
当
た
り
、
融
資
を
受
け
た
金
額

の
う
ち
最
高
で
２
千
万
円
以
内
に

対
し
て
利
子
を
補
給
。

◆
利
子
補
給
期
間

償
還
開
始
時

か
ら
７
年
以
内

◆
利
子
補
給
率

年
４
％
以
内

◆
申
込
受
付
期
間

１
月
21
日
Ã

〜
２
月
19
日
Õ
（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）。

く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課
ò
内

線
２
５
２
４
へ
。

市
に
は
勤
労
者
の
み
な
さ
ん
を

対
象
と
し
た
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

◆
用
途

教
育
費
、医
療
費
、出
産

費
、
冠
婚
葬
祭
費
、
物
品
購
入
費

◆
限
度
額

100
万
円
（
た
だ
し
物

品
購
入
費
は
70
万
円
）

◆
取
扱
金
融
機
関

市
内
労
働
金

庫
・
信
用
金
庫

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
ò
内

線
２
５
４
４
へ
。

し
っ
か
り
し
た
退
職
金
制
度
を

持
つ
こ
と
は
、
労
働
者
の
意
欲
を

高
め
た
り
優
秀
な
人
材
確
保
の
た

め
に
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
く

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」

は
、
現
在
42
万
企
業
、
275
万
人
の

労
働
者
が
加
入
し
て
お
り
、
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構
・
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
が
そ
の
運

営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

◆
制
度
の
特
色

掛
金
の
一
部
を

国
が
補
助
し
ま
す
。
掛
金
は
税
法

上
、
損
金
・
経
費
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
加
入
前
の
過
去
勤

務
期
間
や
転
職
し
た
場
合
に
も
通

算
で
き
ま
す
。

◆
掛
金
の
種
類

月
額
５
千
円
か

ら
３
万
円
ま
で
16
種
類
、
短
時
間

労
働
者
は
、
月
額
２
千
円
、
３
千

円
、
４
千
円
も
あ
り
ま
す
。

∞
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
ò
03
―
３
４
３
６
―
０
１
５

１
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～21世紀のリサイクル～

530

ご家庭で不用になった使用済の

はがきを回収します。はがきを回収します。
回収期間　　1月21日（月）～2月8日（金）

回収場所　　三鷹市内各郵便局・三鷹市役
　　　　　　所・各市政窓口・三鷹市リサ
　　　　　　イクル市民工房に緑の回収箱
　　　　　　を設置しています。

回収できる　はがき（裏が写真のものも可）
もの

回収後、箱ごとリサイクルされますので、
プライバシーは守られます!!

※回収した「はがき」は、トイレットペーパーなどに
生まれ変わります。

問い合わせ・連絡先

ごみ対策課リサイクル係ò内線2533～2535

ごみゼロ

環境基本計画
三鷹市が目指す環境像

「循環・共生・参加のまち　みたか」

５つの環境目標と２０の施策
１．安全で快適なくらしを実現する
　１．化学物質による汚染防止対策
　２．騒音・振動及び近隣公害対策
　３．自動車利用を抑制する交通体系の構築

２．健全な自然のサイクルを維持し回復する
　４．水の循環
　５．大気の循環
　６．土の循環
　７．緑の循環
　８．循環型農業の推進

３．資源やエネルギーを大切に、循環して利用する
　９．省資源と省エネルギーの推進
　１０．未利用資源・未利用エネルギーの活用
　１１．環境負荷の少ない購買の実現
　１２．ごみの減量化・資源化
　１３．環境保全型の建設・整備事業の推進

４．直面する地球環境問題へそれぞれの立場で取り組む
　１４．酸性雨対策
　１５．地球上の森林資源の保全
　１６．地球温暖化防止への行動

５．環境保全への取組みは、みんなが参加し協力する
　１７．環境負荷低減の管理システムの構築
　１８．円滑な環境情報の整備
　１９．環境学習の推進
　２０．良好な環境による健康づくりと、環境保全を介した福祉の推進

№11 Dミ1/20日付05面 天地52×左右39 岩岩0115（再）

家庭用生ごみ処理器

（コンポスト容器）

を低価格で

受付は２月４日Ã～８日–

ご
利
用
く
だ
さ
い

公
害
防
止
設
備
改
善
資
金
借
入

に
対
す
る
利
子
補
給
制
度

「
中
退
金
」で
従
業
員
の
退
職
金
の
ご
準
備
を

勤
労
者
対
象
の

生
活
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三
鷹

労
働
課
の
廃
止

在
宅
の
仕
事
を

あ
っ
せ
ん

■「
三
鷹
市

環
境
基
本
計
画（
案
）」

中
間
の
ま
と
め

〈
相
談
〉

１
カ
月
前
、
「
20
歳
に
な
っ

た
人
の
中
か
ら
あ
な
た
が
選
ば

れ
た
。
楽
し
い
旅
行
や
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い

が
、
電
話
だ
と
う
ま
く
伝
え
ら

れ
な
い
の
で
説
明
会
に
来
て
ほ

し
い
」
と
突
然
、
女
性
か
ら
電

話
が
あ
り
ま
し
た
。
話
し
や
す

く
感
じ
の
良
い
女
性
だ
っ
た
の

で
翌
日
Ａ
社
に
出
か
け
る
と
、

「
会
員
に
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な

特
典
が
あ
り
、
月
々
わ
ず
か
な

費
用
で
旅
行
や
ホ
テ
ル
、
飲
食

店
が
安
く
利
用
で
き
る
」
と
会

員
権
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。98

万
円
と
高
額
で
し
た
が
、

３
時
間
も
熱
心
に
説
明
し
て
く

れ
た
女
性
に
断
っ
て
は
悪
い
と

思
い
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
１
週
間
ほ
ど
し
て
販

売
店
か
ら
宅
配
便
が
届
き
ま
し

た
。
開
封
す
る
と
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ

Ｍ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
不
審
に

思
い
契
約
書
を
読
む
と
商
品
名

が
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
15
枚
と
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の

説
明
は
全
く
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

し
、
買
っ
た
つ
も
り
も
あ
り
ま

せ
ん
。
契
約
か
ら
１
カ
月
た
っ

て
い
ま
す
が
解
約
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。（
20
歳
男
子
大
学
生
）

〈
処
理
〉

相
談
者
は
総
額
98
万
円
の
Ｃ

Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
と
、
毎
月
３
千
円
支
払
う
レ

ジ
ャ
U

会
員
権
の
契
約
を
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

相
談
者
に
は
Ａ
社
と
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
、会
員
権
会
社
あ
て
、

書
面
で
解
約
の
意
思
表
示
を
す

る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
販
売
方
法
の
問
題
点
を
指

摘
し
、
Ａ
社
と
話
し
合
っ
た
結

果
、
Ａ
社
は
契
約
内
容
の
説
明

が
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
、
相
談
者
が
既
払
い
金
５

千
円
を
放
棄
す
る
こ
と
で
解
約

が
成
立
し
、
商
品
は
Ａ
社
に
返

品
し
ま
し
た
。

〈
問
題
点
〉

販
売
目
的
を
隠
し
て
営
業
所

な
ど
に
呼
び
出
し
契
約
さ
せ
る

商
法
を
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商

法
と
い
い
ま
す
。
「
特
定
商
取

引
に
関
す
る
法
律
」
で
規
制
さ

れ
、
契
約
か
ら
８
日
間
は
ク
U

リ
ン
グ
オ
フ
が
可
能
で
す
。
ま

た
８
日
を
過
ぎ
た
場
合
で
も

『
消
費
者
契
約
法
』
や
『
未
成

年
者
取
り
消
し
』
が
適
用
さ
れ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
お
か
し

い
と
気
づ
い
た
ら
早
急
に
消
費

者
セ
ン
タ
U

へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

（
三
鷹
市
消
費
者
活
動
セ
ン

タ
U

相
談
員
）

「
若
者
を
ね
ら
う
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
」

消費者相談窓口
ò47-9042
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